

















































































機能 やる あげる くれる くださる もらう いただく 合計
使動 6 12 18
許可与え 1 3 4
許可叙述 9 12 21
許可求め 7 14 10 31 62
許可に対する謝意 67 1 65 87 220
宣言 17 53 70
他動使役＋やりもらい 2 1 3












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































宣言 　17iル形12） 　53iル形51） 70
　　他動使役
{やりもらい 2 1 3
合計 7 15 83 17 105 171 398
（）内は内数
）
2
）3
）4
）
5
応えるためにも、日本語教育で教える内容の見直しを早急に行う必要があるとさ
れている。
小林（2005）では、日本語教育において教える内容を見直すための手がかりとし
て、「これまでの初級文法シラバスに、不要な文法項目はないか。」「これまでの
初級文法シラバスの文法項目は、実際のコミュニケーションで使われる形式や用
法を反映しているか。」「これまでの初級文法シラバスに入っていないが、ほかに
必要な文法項目はないか。」という3つの視点を挙げている。
本稿におけるル形は「スル」「シマス」の形を、タ形は「シタ」「シマシタ」の形
さす。
蒲谷・金・高木（2009）では「くださる」を「恩恵直接尊重語」とし、「動作状
態の主体を高くする＋動作・状態の主体からの恩恵」と説明している。「いただ
く」については「恩恵間接尊重語」とし、「動作に関係する人物を高くする＋動
作の主体を高くしない＋動作に関係する人物からの恩恵」と説明している。
「恩義強調の原則」は「相手が施す恩恵もしくは依頼者に生じる義理を最大限言
明せよ」というものである。
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使役やりもらい文の述語形式について
　用例出典
①「徹子の部屋」2008年11月3日～7日放送分テレビ朝日制作
②「名大会話コーパス」（http：／／tel1．fl1．purdue．edu／chakoshi／public．html）
③・現代日本語研究会編『女性のことば・職場編』1997年ひつじ書房
　・現代日本語研究会編『男性のことば・職場編』2002年　ひつじ書房
④「インタビュー形式による日本語会話データベース（上村コーパス）」
　（http：／／www．env．kitakyu－u．ac．jp／corpus／）
⑤伊坂幸太郎『アヒルと鴨のコインロッカー』2007年　東京創元社
⑥伊坂幸太郎『チルドレン』2008年　講談社
⑦あさのあつこ『ガールズブルー』2007年　文春文庫
⑧梅原淳『鉄道不思議読本』2008年　朝日新聞出版
⑨「朝日新聞朝刊」2008年7月30・31日分
⑩asahi．com（http：／／www．asahi．com／）2010年1月～8月分
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